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『
博
覧
図
』

本
稿
は
、
「
博
覧
図
」
と
い
う
明
治
期
の
銅
版
画
集
を
取
り
上
げ
、
契
約
か
ら

出
版
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
出
版
社
と
契
約
者
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
契

『
博
覧
図
」
と
は
一
八
世
紀
の
蘭
学
旺
盛
期
に
主
流
と
な
っ
た
腐
蝕
銅
版
画
の

流
れ
を
く
む
技
法
に
よ
り
印
刷
さ
れ
た
銅
版
画
の
こ
と
で
、
東
京
に
住
所
を
置
く

刊
行
し
た
。
こ
の
報
告
で
は
『
博
覧
図
」
と
い
う
名
称
を
使
用
す
る
が
、
こ
れ
は

十
数
編
の
う
ち
に
は
「
日
本
博
覧
絵
』
「
大
日
本
博
覧
図
」
『
日
本
博
覧
図
』
な
ど

と
い
う
名
称
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
混
同
を
さ
せ
る
避
け
る
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ら
十
数
編
の
う
ち
ほ
と
ん
ど
を
青
山
豊
太
郎
と
い
う
人
物
が
編
集
し
て
い

る
。
青
山
は
出
版
の
目
的
に
つ
い
て
、
文
明
開
化
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
行
い
、

業
績
を
挙
げ
た
全
国
の
多
く
の
人
た
ち
の
事
蹟
と
邸
宅
を
銅
版
画
に
ま
と
め
た
、

「
栂
幽
地
図
」
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
辺
）

精
行
社
が
明
治

（
一
八
八
八
）
ー
三0
年
(
-
八
九
七
）
の
間
に
十
数
編
を

「
博
覧
図
』
と
は

約
書
を
と
お
し
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

の
出
版
を
め
ぐ
っ
て

渡
辺
善
司

①
横
田
洋

(
3
)
 

「
横
浜
銅
版
畳
に
つ
い
て
ー
そ
の
特
質
と
明
治
の
印
刷
文
化
ー
」

が
確
認
し
た
も
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

さ
て
、
『
博
覧
図
」
を
取
り
上
げ
た
論
考
で
、
復
刻
版
の
解
説
を
除
き
、
筆
者

条
件
と
い
え
よ
う
。

冊
子
を
購
入
し
て
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
座
り
な
が
ら
に
し
て
こ
れ
ら
の
有

(
l
)
 

様
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

描
か
れ
て
い
る
の
は
農
工
商
家
の
邸
宅
や
庭
、
公
官
庁
、
学
校
、
病
院
、
会
社
、

神
社
仏
閣
、
エ
場
な
ど
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
上
空
か
ら
眺
め
た
視
線
、
い
わ
ゆ
る

俯
廠
的
に
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
地
方
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
確
認
で
き
た
範
囲
で
は
関
東
や
静
岡
を
中

心
に
、
北
は
宮
城
、
福
島
か
ら
南
は
長
野
、
愛
媛
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

銅
版
画
か
ら
は
各
地
方
に
お
け
る
当
時
の
建
築
様
式
、
風
俗
、
産
業
、
文
化
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
建
物
の
周
辺
の
植
栽
な
ど
か
ら
植
物
相
な
ど
も
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
情
報
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
「
博
覧
図
」
は
、
し‘

ろ
い
ろ
な
分
野
か
ら
の
研
究
が
可
能
な
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
に
『
博
覧
図
』
を
取
り
上
げ
た
論
考
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
文
化
財
の
指
定
を
受

け
た
建
造
物
や
施
設
の
由
緒
を
傍
証
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
説
明
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
挿
絵
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
散
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
明
治

時
代
の
建
物
を
描
い
た
銅
版
画
」
と
い
う
視
点
で
し
か
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
証

左
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
栃
木
、
千
葉
、
静
岡
の
三
地
方
に
つ

(
2
)
 

い
て
は
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
『
博
覧
図
』へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
絶
好
の
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る
と
い
う
こ
と
、

一
枚
ず
つ
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
版
画
を
「
冊
子
」
と
し
て
刊
行

「
日
本
博
覧
図
製

(
5
)
 

本
規
約
」
と
い
う

理
す
る
と
と
も
に
、

①
は
『
博
覧
図
』
を
直
接
取
り
上
げ
た
も
の
で
は
な
く
、
明
治
期
に
横
浜
を
描

い
た
銅
版
画
集
の
一
っ
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
著
者
で
あ
る
横
田
は
閲
覧
で
き

た
と
い
う
九
冊
の
「
便
宜
上
」
の
リ
ス
ト
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
各
巻
の

発
刊
年
と
お
お
よ
そ
の
掲
載
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
各
巻
が
ど
こ

に
あ
る
い
は
だ
れ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
記
述
が
な
く
、
後
年
の
確
認

が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
リ
ス
ト
に
あ
る
「
東
京
之
部
」
に
つ
い
て
は
、

発
刊
年
に
続
き
「
（
推
定
、
名
称
に
つ
い
て
も
「
日
本
博
覧
絵
」
と
い
う
名
称
の

可
能
性
）
」
と
括
弧
書
き
が
あ
り
、
本
当
に
「
冊
子
」
を
閲
覧
し
た
の
か
と
い
う

疑
問
の
生
じ
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
『
博
覧
図
』

さ
れ
た
と
述
べ
、

の
発
刊
に
つ
い
て
は
、
予
約

募
集
を
行
い
、
注
文
を
得
た
人
を
掲
載
し
た
、
程
度
の
記
述
し
か
な
い
。
さ
ら
に

版
画
自
体
に
つ
い
て
も
、
額
縁
に
入
っ
た
一
枚
の
独
立
し
た
形
式
で
各
家
に
保
管

②
は
自
治
体
史
と
い
う
性
格
も
あ
り
、
記
述
の
ほ
と
ん
ど
が
『
博
覧
図
』
に
見

え
る
浜
北
市
域
内
の
建
物
の
紹
介
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
出
版
経
緯
に
つ
い

て
触
れ
た
部
分
で
は
、
「
冊
子
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
静
岡
県
が
最
初
で
あ

す
る
編
集
費
用
等
に
つ
い
て
は
「
パ
ト
ロ
ン
」
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
の
で
は
な
い

の
刊
行
状
況
を
整

精
行
社
と
銅
版
画

と
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

て
は
、
「
博
覧
図
』

一
枚
ず
つ
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
版
画
と
閲
覧
し
た
と
い
う
冊
子

に
終
始
し
て
い
る
。

は
推
測
的
な
記
述

る
経
過
に
つ
い
て

ら
冊
子
ま
で
に
至

図
』
が
、
製
本
か

そ
れ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

岩
崎
鐵
志
）

②
『
浜
北
市
史
』
通
史
下
巻
第
二
章

「
博
覧
図j
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
辺
）

(
4
)
 

「
浜
北
地
方
の
家
宅
風
致
」
（
執
筆

次
項
以
下
に
お
い

の
場
合
も
『
博
覧

①
、
②
い
ず
れ

て
い
る
。

う
指
摘
も
な
さ
れ

の
で
な
い
か
と
い

い
取
っ
て
貰
っ
た

原
版
を
各
家
に
買

さ
ら
に
は
銅
版
の

か
と
い
う
こ
と
、

表 1 「博覧図」一覧

名 称 発刊年 掲載箇所 所蔵 備 考

（大 H 本博邸絵ヵ） 明治21年 東京 横田

群馬県、栃木県、福島県、宮城県、
大 H本博屁絵 明治22年4月 埼至県、茨城県、千葉県、神奈川県、 横浜開港資料館 横田

山梨県、静岡県

大日本博立図 栃木県之部 明治23年11 月 栃木県 個人蔵、復刻版 横田

日本博既図 静岡県之部初岱 明治25年4月 静岡県 国会図書館、復刻版 横田

第7編 大 Fl 本膊買図 明治25年12月
東京市、埼玉県、茨城県、千業県、 個人蔵（旧水海追市

横m
群馬県、栃木県 教育委員会保管）

第8編 日本栂覧I叉l 静岡県之部後切 Ill! 治26年6月 静岡県 復刻版 横田

第9編 日本博立図 千葉県之部初岱 明治27年9月 千葉県 中央博物館、復刻版 横田

第10編 日本博立図 明治27年12月
東京府、神奈川県、埼玉県、栃木県、 個人蔵（神奈川県立
群馬県、静岡県 文昔館寄託）

第11組 日本博烈(g[ 千葉県之部後岱 明治29年8月 千菜県 中央博物舘、復刻版 横田

第12編 （日本博屁図） 明治30年4月
東京、長野県、千葉県、茨城県、 一部千葉県立中央図 横古会苔田月大録、」入「七札夕
神奈川県、愛媛県 苔館

2005 

註）備考欄の「横田」は「横浜銅版画」にリストアップされているもの
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表
2

は
明
治
二
六
年
、
二
七
年
、
二
九
年
に
発

の
表
2

を
作
成
し
た
。

『
博
砕
地
図
」
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
辺
）

ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
次

掲
載
さ
れ
た
『
博
覧
図
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ

ま
た
、
表
1

で
示
し
た
以
外
で
は
ど
の
地
方
が

り
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

発
刊
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
は
た
し
て
そ
の
と
お

え
る
と
明
治
二
三
ー
ニ
五
年
の
三
年
間
で
五
冊
を

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
考

発
刊
に
つ
い
て
横
田
は
、
毎
年
最
低
一
冊
で
あ
っ

『
博
覧
図
」
の
刊
行
状
況

田
の
成
果
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。

在
が
不
明
の
た
め
未
確
認
の
も
の
に
つ
い
て
は
横

覧
す
る
な
ど
し
て
実
物
の
確
認
を
行
っ
た
が
、
所

し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
筆
者
が
で
き
る
限
り
閲

表
ー
は
『
博
買
図
j
を
刊
行
年
ご
と
に
一
院
に

し
て
お
き
た
い
。

間
に
答
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

表 2 「博覧図』に見える売捌書林

明治 26 年 明治 27 年 明治 29 年

宮城
伊勢安右衛門

宮城
伊勢安右衛門

宮城
伊勢安右衛門

小池藤次郎 小池藤次郎

福島
上野屋彦太郎

福島
t野屋彦太郎

福島
上野屋彦太郎

田中善平 Ill 巾袴平

栃木
手塚祐次郎

栃木
r'塚祐次郎

城山常次郎 城 111常次郎

茨城 柳且堂 茨城 柳且堂 茨城 柳且堂

群馬
吉田燦乎堂

群馬
静凌堂

群馬
静凌堂

換乎堂 燥乎堂

埼玉 長嶋為一郎 埼：,~ 此嶋為一郎 埼玉 長嶋為一郎

千築 立真舎 千熊 立其舎 千業
多田屋貨店
立真堂

正文堂
正文堂

二策堂
二葉堂

東Ji\ 博聞社 東京 金港堂 東京
金港堂苔絣株式会社
丸善株式会社

金港堂 丸苦1!r房
須原屋茂兵衛

丸普苔房 須原If茂兵衛
悼文堂

須原屋茂兵衛 博文堂
集英堂

横浜
榎本慶次郎

横浜
師 fNij/-i{伊兵衛

鈴木清之助 鈴木消之助

山梨
徴古堂

山梨
徴古堂

山梨
徴古堂

内藤俯右衛門 ,,、1 藤1'!].右衛 l"l 内藤傭右衛門

新if-) 樋口小左衛I"!
新潟

樋 l二1小左衛 l"I
新彬

樋口小左衛門
井筒駒吉 JI: 椅駒古 井筒駒吉

長野
西沢再太郎

長野
西沢嘉太郎

長野
西沢喜雄ll

宮坂吉左衛門 宮坂吉左衛I"!
石川 晟文堂 石川 晟文堂

浄岡
廣瀬市蔵

静岡
廣瀬 iii蔵

静岡
廣瀬市蔵

吉見義次

愛知
片野束四郎

愛知
片野東四郎

愛知
片野東四郎

美濃屋代助 美i農屋代助 美濃屋代助

三：,f( 
伊藤普太郎

三•T(
伊藤善太郎

松HI卸次郎 松Ill紳次郎

滋rt ＂引林専次郎 滋ti 嶋林専次郎 滋買

京都
藤井孫兵衛

京都
藤井係兵衛

瓜都
福井源次郎

福井源次郎 福Jt-源次郎

大阪
松村九兵衛

大阪
松村JL兵衛

大阪
松村九兵衛

柳屋存兵衛 柳屋刈・兵衛 柳屋喜兵衛
神戸 船井政太郎 神p 船井政太郎 神戸 船井政太郎

長崎 鶴野常蔵 此崎 鶴野常蔵 長崎 鶴野常蔵

の
掲
載
者
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
契
約
書
の
紹
介
を
と
お
し
て
こ
れ
ら
の
疑

こ
の
項
で
は
、
横
田
の
成
果
に
依
り
な
が
ら
『
博
覧
図
』
の
刊
行
状
況
を
整
理

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
販
売
は

と
に
気
が
つ
く
。

行
さ
れ
た
『
博
覧
図
』

註）出典は表 1 を参照

の
奥
付
部
分
に
見
え
る
「
全
国
売
捌
書
林
」
を
北
か
ら
順

に
一
覧
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
「
博
覧
図
』
の
販
売
範
囲
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
特
に
表
1

の
掲
載
箇
所
以
外
の
地
方
の
書
店
も
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

『
博
覧
図
』
を
出
版
す
る
―
つ
の
目
的
で
あ
る
。
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料
の
保
存
に
対
す
る
ご
理
解
に
よ
る
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

載
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
掲
載
地
の
近
隣
の
地
方
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
は
な

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
編
者
で
あ
る
青
山
豊
太
郎
は
、
愛
知
県
の
出
身
で
あ
る
。

自
ら
の
出
身
地
を
掲
載
し
た
も
の
を
な
ぜ
作
成
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
も

生
じ
る
。
明
治
二
九
年
の
段
階
で
京
都
に
精
行
社
の
出
張
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
関
西
方
面
で
の
販
売
は
精
行
社
の
事
業
展
開
の
一
環
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

(
6
)
 

栃
木
県
之
部
、
静
岡
県
之
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
復
刻
版
の
解
説
に
よ
る
と
、
各
県

と
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
地
域
が
あ
る
と
い
う
。
栃
木
県
之
部
で
い
え
ば
宇
都
宮

で
あ
る
。
し
か
し
、
宇
都
宮
は
第
一
〇
編
に
か
な
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
『
博
覧
図
」
全
編
が
そ
ろ
っ
た
段
階

い
ず
れ
に
せ
よ
、
未
確
認
の
数
冊
の
確
認
を
急
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
博
覧
圏
製
本
規
約

こ
の
史
料
は
、
『
博
覧
図
」
千
葉
県
之
部
初
篇
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
飯
沼
喜
一

郎
家
に
残
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
調
査
、
写
真
撮
影
、
史
料
掲
載
に
つ

い
て
は
、
御
当
主
飯
沼
喜
市
郎
様
は
じ
め
、
飯
沼
家
の
皆
様
の
ご
好
意
と
歴
史
資

象
地
と
な
っ
て
い
る
。
「
全
国
売
捌
書
林
」
に
見
え
る
地
方
は

『
博
覧
図
』
に
掲

『
博
覧
図
」
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
辺
）

売
れ
な
い
に
し
ろ
、
全
国
的
な
販
売
は
、
あ
る
程
度
の
広
告
、
掲
載
者
の
募
集
に

は
役
立
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
表

1

の
掲
載
箇
所
は
当
然
な
が
ら
す
べ
て
販
売
の
対

リ
合
セ
和
文
欺
文
ヲ
以
テ
姓
名
ヲ
記
入
シ
銅
版
二
棲
刻
可
致
事

上
差
上
締
約
主
二
於
テ
ハ
右
係
員
持
参
ノ
調
印
簿
卜
本
紙
附
帯
ノ
通
知
書

（
表
面
）

印
刷
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
裏
面
は
附
則
と
な
っ
て
い
る
。

飯
沼
家
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
、
詳
細

(
7
)
 

な
る
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
譲
り
た
い
。

製
本
規
約
は
、
そ
の
ほ
か
の
『
博
覧
図
」
に
関
す
る
領
収
書
類
と
一
緒
に
綴
ら

れ
、
「
精
行
社
受
取
証
之
類
」
と
ウ
ワ
書
さ
れ
た
包
み
紙
に
包
ま
れ
て
保
管
さ
れ

て
い
た
。
法
量
は
竪
約
ニ
―
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
右
側
は
ミ
シ
ン
目
に
よ
っ
て
切

り
取
ら
れ
て
お
り
、
右
端
上
部
に
は
割
印
が
あ
る
。
残
っ
て
い
る
部
分
は
約
ニ
―

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
四
方
は
模
様
が
付
い
た
欄
で
囲
ま
れ
、

「
日
本
博
覧
圃
製
本
規
約
書
」
と
右
か
ら
左
へ
横
書
き
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
欄

の
内
側
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
日
付
の
う
ち
「
明
治
廿
」
「
年
」
「
月
」
「
日
」
は

ま
ず
記
載
内
容
を
掲
げ
、
次
に
各
条
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

【
史
料
一
】

上
部
に
は

第
壱
條
檜
圏
掲
載
御
承
諾
ノ
上
ハ
出
頭
ノ
係
員
二
於
テ
本
書
裏
面
二
捺
印
ノ

ト
ニ
御
調
印
可
被
下
候
事

官
術
家

屋
邸
宅

第
二
條
締
約
清
ノ
上
ハ
甍
工
ヲ
シ
テ
其
掲
載
ス
ベ
キ
建
物
其
他
現
物

ヲ
細

庭
園
社
寺
堂
塔
祠
宇
其
他
締
約
主
二
於
テ
廣
ク
社
會
二
公
ニ
シ
永
ク
後
世
ニ

保
存
ス
ル
ヲ
目
途
ト
セ
ラ
ル
、
者
ハ
其
何
タ
ル
ヲ
論
ゼ
ズ
望
ミ
ニ
随
ヒ
候
事

密
二
寓
サ
シ
メ
草
稿
ヲ
一
覧
二
供
シ
物
品
ノ
排
列
及
ヒ
装
置
ヲ
詳
細
二
承

第
三
條
銅
版
彫
刻
出
来
ノ
上
ハ
其
校
合
副
ヲ
持
参
シ
画
工
費
及
ヒ
彫
刻
料
金
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『
博
覧
図
』
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
辺

也

二
百

第
五
條
製
本
ハ
一
地
方
或
ハ
最
寄
敷
地
方
ヲ
併
セ
紙
敷
百
枚
ヲ
以
テ
ヘ
ー
ジ

壱
冊
卜
成
シ
美
麗
ナ
ル
洋
綴
二
致
シ
定
債
凡
二
円
ヲ
以
テ
廣
ク
内
外
國
二

賣
捌
候
事

但
シ
本
會
締
約
主
二
於
テ
御
購
求
ノ
方
ハ
特
別
廉
債
ニ
テ
差
上
候
事

第
六
條
掲
載
岡
面
ハ
大
小
二
幅
別
シ
大
壱
面
“
旦
寸
五
い
小
壱
面
鱈
冒

J
i
n

ぃ

ト
定
メ
之
ニ
一
定
外
欄
ヲ
附
シ
候
事

第
七
條
画
工
費
彫
刻
料
ハ
画
工
ヲ
要
セ
ラ
ル
、
者
及
ヒ
現
物
ノ
大
小
精
粗
ヲ

論
ゼ
ズ
大
壱
面
二
付
十
四
円
小
壱
面
二
付
八
円
卜
定
メ
彫
刻
出
来
ノ
節
四

大
三
円
五
十
菱

製
本
出
来
ノ
節
四
分
ノ
一

大
一
面
十
円
五
十
斐

分
ノ
―
―
一
ヲ
受
取
‘

I
J
一
面
六
円
小
二
円

ヲ
受
取
候
事

第
八
條
大
小
二
拘
ワ
ラ
ズ
載
圏
一
面
毎
二
製
本
一
冊
宛
無
代
債
ニ
テ
差
上
其

節
四
分
ノ
―
疇
国
昇
箋
ノ
残
額
ヲ
申
受
候
事

右
ノ
通
リ
相
定
メ
廣
ク
全
薗
中
工
派
出
ノ
上
締
約
相
願
ヒ
前
條
無
相
違
履
行

可
致
荻
二
営
社
ノ
印
章
ヲ
捺
シ
本
書
裏
面
二
出
頭
ノ
係
員
ヲ
以
テ
約
定
仕
候

東
京
市
浅
草
匿
茅
町
二
丁
且
一
一
番
地

銅
版
彫
刻
印
刷
精
行
社
内

編
輯
兼
出
版
日
本
博
屁
闘
出
版
係
固

l

明
治
廿
六
年
九
月
―
二
日

上
ハ
返
上
可
仕
事

候
事

額
四
分
ノ
―
―
一
ヲ
受
取
リ
残
ル
四
分
ノ
一
ヲ
製
本
出
来
ノ
節
可
渡
証
書
申
受

第
四
條
出
来
ノ
銅
版
ハ
製
本
五
千
部
限
リ
印
刷
迫
常
社
エ
預
リ
置
印
刷
清
ノ

沼

喜

派
出
係
員

可
申
様
出
頭
ノ
係
員
ヨ
リ
御
相
談
可
申
上
候
事

上
等

一
小
壱
面
中
等

並 上
等

一
大
壱
面
中
等t
 

• 

以
内
二
刷
立
逓
送
可
仕
事

一
金
圃
受
取
書
ニ
ハ
常
規
約
書
面
ノ
印
章
ヲ
用
ヒ
可
申
二
付
此
印
章
ヲ
押
捺

一
出
頭
ノ
係
員
二
於
テ
表
面
ノ
規
約
書
二
背
戻
ス
ル
約
束
致
シ
候
共
常
社
ハ

一
製
本
出
来
前
二
於
テ
刻
成
ノ
銅
版
ヲ
以
印
刷
物
御
入
用
ノ
方
ハ
前
金
ヲ
以

テ
左
ノ
定
債
ニ
ヨ
リ
御
注
文
有
之
度
然
ル
上
ハ
前
金
到
達
ノ
日
ヨ
リ
十

n

百
枚
二
付
壱
円

百
枚
二
付
七
十
箋

百
枚
二
付
四
十
箋

百
枚
二
付
八
十
箋

認
五
冒
彗

一
右
端
刷
千
枚
以
上
御
注
文
ノ
向
ハ
特
別
定
債
外
ノ
廉
債
ヲ
以
テ
御
引
受
ケ

秋
谷
梅
之
助
⑮

表
面
ノ
ヶ
条
二
随
ヒ
廿
六
年
九
月
十
二
日

締
約
ノ
上
此
規
約
書
ヲ
差
上
置
候
也

飯
郎
殿

其
責
メ
ニ
任
ゼ
ズ
候
事

セ
サ
ル
受
取
証
ハ
常
社
其
責
メ
ニ
任
ゼ
ズ
候
事

一
締
約
清
二
非
ザ
レ
バ
常
社
捺
印
ノ
規
約
書
ハ
差
上
ケ
不
申
候
事

附
則

裏
面
）
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第
三
条
に
は
費
用
の
支
払
い
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

）
の
点
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

銅
版
が
彫
り
上
が
っ
た

ま
ず
第
二
条
で
は
、
建
物
や
「
現
物
」
を
細
密
に
ス
ケ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
建
物
や
「
現
物
」
の
配
列
等
の
詳
細

を
締
約
主
と
確
認
し
、
和
文
な
い
し
欧
文
に
よ
る
姓
名
を
記
入
し
て
銅
版
に
刻
む

こ
の
条
で
は
二
点
に
注
目
し
た
い
。
ま
ず
「
現
物
」
と
は
締
約
主
が
、
広
く
社

会
に
公
に
し
て
永
＜
後
世
に
保
存
す
る
と
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
何
で
あ
っ

て
も
構
わ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
な
表
現
が
青
山
豊
太
郎
が
書
い

た
栃
木
県
之
部
の
自
序
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
『
博
覧
図
』
作
成
の
意
図
と
合
致

す
る
。
二
点
目
は
、
建
物
や
「
現
物
」
は
そ
れ
ぞ
れ
ば
ら
ば
ら
に
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
）
こ
れ
ら
ば
ら
ば
ら
に
描
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
は
一
覧
に
さ
れ
、

締
約
主
と
の
間
で
配
置
等
が
確
認
さ
れ
た
。
俯
轍
的
な
表
現
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、

段
階
で
画
工
費
と
彫
刻
費
の
四
分
の
三
を
支
払
い
、
残
り
は
製
本
が
出
来
上
が
つ

た
際
に
払
う
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
銅
版
が
彫
り
上
が
っ
た
際
に
は
校
合
刷
り

と
あ
る
。

第
二
条
か
ら
第
五
条
に
か
け
て
は
製
本
に
い
た
る
過
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。

会
社
が
保
管
し
た
わ
け
で
あ
る
。

第
一
条
で
は
、
絵
図
の
掲
載
を
承
諾
す
る
場
合
に
は
裏
面
に
サ
イ
ン
す
る
こ
と
、

精
行
社
の
係
員
が
持
参
し
た
調
印
簿
、
規
約
書
に
附
帯
す
る
通
知
書
に
調
印
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
右
端
が
切
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
が

通
知
書
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
サ
イ
ン
の
上
、
規
約
書
は
締
約
主
が
、
通
知
書
は

「
博
認
図
』
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
辺
）

を
持
参
す
る
と
あ
る
。

飯
沼
家
を
調
壺
の
た
め
に
訪
れ
た
際
、
最
初
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
白

黒
が
逆
転
し
た
状
態
で
印
刷
さ
れ
た
版
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
ま
だ
規
約
書
を

拝
見
す
る
前
で
あ
っ
た
た
め
、
お
そ
ら
く
銅
版
に
そ
の
ま
ま
黒
イ
ン
ク
を
塗
り
、

刷
っ
た
の
で
白
黒
逆
転
し
た
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
の
規
約
書
を
読
み
、
そ
の
白

黒
逆
転
し
た
版
両
こ
そ
が
ま
さ
に
校
合
刷
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で

彫
り
上
が
っ
た
銅
版
に
つ
い
て
は
第
四
条
に
お
い
て
、
五

0
0
0

部
の
製
本
分

を
印
刷
す
る
ま
で
精
行
社
で
預
か
り
、
印
刷
終
了
後
返
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

c

現
在
千
葉
県
内
で
も
銅
版
を
数
点
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
条
文
ど

第
五
条
で
は
一
地
方
あ
る
い
は
最
寄
り
数
地
方
を
合
わ
せ
て
紙
数
―

o
o
枚
で

一
冊
と
す
る
と
い
う
製
本
一
冊
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
。
両
面
印
刷
を
行
い
、

と
あ
る
。
こ
の
ペ
ー
ジ
数
は
あ
く
ま
で
も
目
安
だ
っ
た
よ
う
で
、
実
際
の
冊
子
一

冊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
絵
画
は
一
―0
0

点
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
但
書
で
は
、

締
約
主
で
冊
子
を
購
入
し
た
い
場
合
に
は
特
別
廉
価
で
販
売
す
る
と
あ
る
が
、
第

八
条
で
無
償
で
一
冊
差
し
上
げ
る
と
い
う
い
う
規
定
が
あ
り
、
無
償
分
以
上
の
冊

数
が
必
要
な
場
合
に
廉
価
販
売
と
な
る
と
い
う
解
釈
を
し
た
い
。

第
六
条
で
は
版
画
の
大
き
さ
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
縦
五
寸
五
分
横
九
寸
の
も

の
を
大
、
縦
四
寸
五
分
横
五
寸
五
分
の
も
の
を
小
と
し
て
い
る
。
千
葉
県
之
部
で

総
ペ
ー
ジ
数
は
二
0
0

と
な
る
。
美
脱
な
表
紙
を
付
け
、

お
り
返
却
さ
れ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

あ
る
。

一
冊
二
円
で
売
り
捌
く
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て
い
る
。

け
れ
ば
精
行
社
の
捺
印
の
あ
る
規
約
書
は
差
し
出
さ
な
く
て
も
良
い
こ
と
、
二
、

金
円
の
受
取
書
に
は
規
約
書
に
使
用
し
て
い
る
同
じ
印
を
用
い
、
異
な
る
印
の
場

合
は
会
社
の
責
任
で
は
な
い
こ
と
、
三
、
出
頭
の
係
員
が
規
約
書
と
異
な
る
約
束

し
よ
う
と
も
会
社
の
責
任
で
は
な
い
こ
と
、
四
、
製
本
が
完
成
す
る
以
前
に
刷
り

上
げ
た
絵
図
が
必
要
な
場
合
に
は
前
金
に
よ
り
注
文
を
受
け
る
こ
と
、
五
、
こ
の

端
刷
を
千
枚
以
上
注
文
す
る
場
合
は
特
別
廉
価
で
引
き
受
け
る
こ
と
が
規
定
さ
れ

四
に
つ
い
て
は
、
大
一
面
に
つ
き
上
等
が
百
枚
一
円
、
中
等
が
同
七
〇
銭
、
並

が
同
四
〇
銭
、
小
一
面
に
つ
き
上
等
百
枚
八
〇
銭
、
中
等
同
五
五
銭
、
並
同
三
〇

銭
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
上
、
中
、
並
の
区
別
は
、
印
刷
の
技
術
的
な
違
い
は
考

『
博
覧
図
』
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
辺
）

一
方
、
裏
面
の
附
則
は
五
か
条
か
ら
な
っ
て
い
る
。

判
で
印
文
は
「
精
行
社
章
」
と
読
め
る
。

一
、
契
約
が
済
ん
で
い
な

第
八
条
は
、
先
述
の
と
お
り
無
償
配
布
に
つ
い
て
で
あ
る
。

あ
り
、
出
来
上
が
り
の
精
粗
な
ど
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

、
。

、
つ
力

確
認
す
る
と
多
く
は
小
の
部
類
に
属
し
て
い
る
。
縦
五
寸
五
分
横
九
寸
を
超
え
る

サ
イ
ズ
の
も
の
も
あ
り
、
小
以
外
は
大
と
い
う
考
え
方
で
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

画
工
費
・
彫
刻
料
を
規
定
し
て
い
る
の
が
、
第
七
条
で
あ
る
。
大
一
面
一
四
円
、

小
一
面
八
円
と
決
め
ら
れ
た
。
費
用
は
第
三
条
に
あ
る
よ
う
に
、
彫
刻
後
四
分
の

三
、
製
本
後
四
分
の
一
を
納
め
、
ま
た
費
用
を
決
定
す
る
基
準
は
版
の
大
き
さ
で

条
文
に
関
し
て
は
以
上
で
あ
る
が
、
岡
―
に
つ
い
て
補
足
を
す
れ
ば
、
こ
れ
は
社

る
。

県
之
部
や
千
葉
県
之
部
な
ど
で
「
発
行
兼
印
刷
者
」
と
な
っ
て
い
る
秋
谷
楳
之
助

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
楳
」
「
梅
」
は
い
ず
れ

も
「
バ
イ
」
と
も
「
ウ
メ
」
と
も
読
め
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人
物
の
可
能
性
も
あ

次
に
飯
沼
家
に
残
さ
れ
て
い
る
規
約
書
以
外
の
精
行
社
関
連
の
史
料
か
ら
製
本

締
約
後
精
行
社
は
、
大
一
面
の
画
工
費
・
彫
刻
料
の
う
ち
四
分
三
に
あ
た
る
一

(
8
)
 

0
円
五
〇
銭
を
明
治
二
六
年
―
一
月
四
日
に
受
け
取
っ
て
い
る
。
同
年
九
月
―
二

日
が
締
約
日
で
あ
る
の
で
、
銅
版
印
刻
に
は
約
ニ
ヶ
月
費
や
し
て
い
る
。
こ
の
受

取
証
は
左
右
が
ミ
シ
ン
目
に
よ
り
切
り
取
ら
れ
て
お
り
、
右
上
部
に
は
や
は
り
割

り
印
が
あ
る
。
残
り
の
四
分
一
と
な
る
三
円
五
〇
銭
を
「
渡
ス
旨
証
へ
押
印
シ
差

(
9
)
 

上
」
と
記
さ
れ
た
メ
モ
書
き
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
切
り
取
ら
れ
た
右
側
部
分
に
残

金
の
支
払
い
を
誓
約
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
証
書
の
捺
印
は
締
約
の
際

と
同
じ
社
印
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
附
則
の
二
か
条
目
に
記
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

(10) 

ま
た
、
九
月
―
二
日
付
け
の
「
上
等
刷
物
壱
百
枚
」
の
注
文
書
に
よ
っ
て
附
則
の

四
か
条
目
に
あ
る
端
刷
の
注
文
は
、
製
本
締
約
の
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
す

で
は
、
精
行
社
は
こ
の
製
本
規
約
を
自
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
作
成
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
こ
の
規
約
と
同
様
な
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
次
に
掲
げ

に
関
し
て
判
明
す
る
こ
と
が
ら
を
示
し
た
い
。

る
。 な

お
、
派
出
係
員
と
し
て
秋
谷
梅
之
助
の
名
が
見
え
る
。
栃
木
県
之
部
、
静
岡

え
ら
れ
ず
、
紙
質
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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第
七
條
彫
刻
其
他
手
数
料
共
版
面
ノ
精
疎
二
拘
ラ
ズ
一
行
二
付
廿
箋
割
合

第
六
條
製
本
綸
図
ハ
半
面
ヲ
竪
二
寸
五
分
横
五
寸
卜
定
メ
之
ヲ
十
五
行

但
製
本
着
手
ノ
儀
ハ
各
新
聞
二
廣
告
致
候
事

第
五
條
銅
版
ノ
儀
ノ
製
本
着
手
後
六
ヶ
月
ヲ
経
ノ
上
ハ
各
所
有
主
ノ
望
ミ

可
受
取
事

第
四
條
彫
刻
出
来
ノ
上
ハ
其
校
合
摺
卜
受
取
証
ヲ
持
参
シ
彫
刻
手
数
料
ヲ

可
致
事

其
他
図
面
ノ
形
容
装
置
ノ
望
ヲ
詳
細
二
承
ハ
リ
タ
ル
上
彫
刻
着
手

る
明
治
一
七
、

【
史
料
二
】

第
三
條

其
書
写
シ
タ
ル
草
稿
ヲ
加
入
主
ノ
一
覧
二
供
シ
店
頭
物
品
ノ
排
列

但
其
望
ミ
ニ
随
ヒ
看
板
及
ビ
器
械
物
品
賞
牌
或
廣
告
等
適
宜
ノ
事

二
写
サ
シ
メ
候
事

但
其
際
出
来
ノ
銅
版
ヲ
一
覧
二
供
シ
候
事

二
随
ヒ
之
ヲ
返
附
可
致
事

分
ケ
何
行
分
加
入
ア
ル
モ
適
宜
ノ
事

製
本
紙
数
百
枚
ヲ
以
テ
一
冊
子
卜
成
シ
定
債
十
五
箋
ヲ
以
テ
賣
捌

こ
の
一
〇
か
条
に
続
き
、
彫
刻
の
精
粗
に
よ
っ
て
そ
の
家
の
名
声
の
盛
衰
を
評

価
し
て
は
い
け
な
い
な
ど
三
か
条
あ
る
。
精
行
社
の
規
約
と
比
較
し
て
み
る
と
表

現
は
異
な
る
も
の
の
、
趣
旨
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
い
え
よ
う
。
精
行
社
は
製
本
規

約
の
作
成
に
あ
た
り
、
自
社
が
発
刊
す
る
以
前
に
出
版
さ
れ
て
い
た
『
東
京
商
工

博
覧
縮
』
の
規
約
を
参
考
に
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
規
約
の
み
な

ら
ず
『
東
京
商
工
博
覧
槍
』
の
売
れ
行
き
、
評
判
な
ど
か
ら
『
博
覧
図
』
自
体
の

出
版
を
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
博
覧
図
』
の
編
者
で
あ
る
青
山
が
発
刊
の

ヒ
ン
ト
と
し
た
の
が
、
当
時
福
島
県
令
で
あ
っ
た
三
島
通
庸
が
自
分
の
功
績
を
残

す
た
め
画
家
の
高
橋
由
一
に
描
か
せ
た
明
治
一
八
年
の
『
東
北
地
方
風
景
図
』
と

(12) 

い
う
石
版
画
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
博
覧
図
』
は
既
刊

の
同
様
の
版
画
集
を
参
考
に
し
て
、
発
刊
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
で
き
る
。

ル
事

第
二
條
右
記
名
済
ノ
上
ハ
画
工
ヲ
シ
テ
家
屋
ノ
構
造
店
頭
ノ
模
様
ヲ
細
密

第
十
條
加
入
者
製
本
者
二
於
テ
前
條
ノ
規
約
ヲ
履
行
シ
双
方
共
違
約
致
サ
ゞ

（
前
略
）

彗
博
覧
翰
第
一
編
製
本
規
約

第
一
條

製
本
加
入
御
承
諾
ノ
方
ハ
加
入
人
名
簿
二
記
名
調
印
可
有
之
事

但
製
本
加
入
者
於
賣
捌
ヲ
望
ミ
ノ
方
適
宜
豫
約
可
仕
候
事

候
事

第
九
條

但
七
行
半
御
加
入
ノ
方
工
ハ
定
債
半
額
ヲ
以
テ
差
上
候
事

で
あ
る
。

第
八
條
十
五
行
分
御
加
入
ノ
方
工
ハ
製
本
一
冊
差
上
候
事

(Il) 

一
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
東
京
商
工
博
覧
稽
』
の
「
製
本
規
約
」

「
博
覧
図
』
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
辺
）

ヲ
以
半
面
二
付
三
円
卜
定
メ
候
事
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今
後
の
課
題
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
『
博
覧
図
』

の
家
に
残
っ
た
の
で
あ
る
。

の
歴
史
的
な
観
点

最
後
に
第
一
項
で
提
示
し
た
疑
問
点
の
解
答
と
今
後
の
課
題
を
ま
と
め
て
お
き

『
博
覧
図
』
発
刊
の
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
掲
載
を
承
諾
し
、
精
行
社
と

締
約
し
た
者
が
画
工
費
と
彫
刻
料
と
を
合
わ
せ
た
額
を
四
分
三
、
四
分
一
と
二
回

に
分
け
て
精
行
社
に
支
払
っ
た
。
こ
の
費
用
は
版
画
の
大
小
に
よ
り
異
な
っ
て
い

る
。
編
集
発
刊
に
関
し
て
「
パ
ト
ロ
ン
」
が
決
し
て
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
額
縁
に
入
れ
ら
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
別
途
注
文
し
た
い
わ
ゆ
る

「
抜
き
刷
り
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
銅
版
の
原
版
に
つ
い
て
も
、
買
い
取
っ
て
い

た
の
で
は
な
く
、
支
払
っ
た
費
用
に
原
版
代
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
締
約
者

ま
た
、
販
売
に
よ
る
売
り
上
げ
も
発
刊
の
目
的
の
一
っ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
全

国
各
地
に
『
博
覧
図
』
を
売
り
捌
く
書
店
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

と
思
わ
れ
る
。

「
博
党
図
」
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
辺
）

た
い
゜

お
わ
り
に

『
博
覧

図
』
自
体
も
先
に
発
刊
さ
れ
た
同
様
の
銅
版
画
集
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
刊
行
さ
れ
た

で
の
考
察
で
あ
る
。
明
治
政
府
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
開
催
す
る
万
国
博
覧
会
に

触
発
さ
れ
、
明
治
一

0
年
か
ら
同
三
六
年
ま
で
五
回
に
わ
た
り
日
本
国
内
に
お
い

て
内
国
勧
業
博
覧
会
を
開
催
し
、
在
来
産
業
の
奨
励
と
欧
米
技
術
の
移
植
を
推
進

(13) 

し
て
い
た
。
『
博
覧
図
』
と
い
う
名
称
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
「
博
覧
会
の
時
代
」

筆
を
置
く
こ
と
と
し
た
い
。

青
山
豊
太
郎
に
つ
い
て
は
当
然
で
あ
る
。

か
巧
み
な
募
集
方
法
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ヘ
掲
載
す
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
な
り
の
メ
リ
ッ
ト

明
治
政
府
の
印
刷
行
政
の
変
遷
と
相
ま
つ
て
徐
々
に
廃
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
時
代
の
な
か
に
『
博
覧
図
」
ど
う
位
置
づ
け
る
か
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

二
点
目
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
掲
載
者
を
募
集
し
た
か
で
あ
る
。
千
葉
県
之
部

初
篇
・
後
篇
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
お
よ
そ
四

0
0
枚
を
職
業
で
分
類
し
て
み
る
と
、

最
も
割
合
が
多
く
、
三
割
を
超
え
る
の
が
い
わ
ゆ
る
豪
農
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
で

あ
る
。
商
人
・
職
人
・
神
社
・
仏
閣
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
出

資
を
し
て
ま
で
も
『
博
覧
図
』

が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
掲
載
を
承
諾
さ
せ
る
何

三
点
目
は
『
博
覧
図
』
作
成
に
携
わ
っ
た
人
々
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
博
覧
図
』

に
は
絵
師
、
彫
師
の
名
前
が
刻
ん
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
絵
師
、
彫
師
が
作
成
に

携
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
彫
師
村
上
楳
山
が
、
栃
木
県

に
お
い
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
逗
留
し
た
と
い
う
事
実
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と

(14) 

か
ら
も
、
こ
れ
ら
絵
師
、
彫
師
の
動
向
に
も
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
編
者

以
上
を
も
っ
て
今
回
の
報
告
が
『
博
覧
図
j
研
究
の
第
一
歩
で
あ
る
と
宣
言
し
、

を
背
景
と
し
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
銅
版
に
よ
る
印
刷
技
術
は
、
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1
4
)註

(
1
)二
〇
六
頁

(
6
)註

(
l
)
二
0
六
頁
、
註

(
2
)
『
静
岡
県
明
治
銅
版
画
風
景
集
」
四
〇
五
頁

(
7
)千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
「
千
葉
県
史
編
さ
ん
資
料

(
8
)飯
沼
喜
市
郎
家
文
書

一
九
九
四
年

(
1
3
)明治
政
府
の
博
覧
会
政
策
に
つ
い
て
は
國
雄
之
「
博
覧
会
の
時
代

博
覧
会
政
策
」
（
岩
田
書
院

二
〇
〇
五
年
）
を
参
照

(
1
2
)註

(
2
)
『
静
岡
県
明
治
銅
版
画
風
景
集
』
四0
四
頁

(
1
1
)『
東
京
博
覧
図
』
（
湘
南
堂
書
店
一
九
八
七
年
復
刻
）

(
1
0
)飯沼
喜
市
郎
家
文
書
土
蔵
ー

(
9
)飯
沼
喜
市
郎
家
文
書
土
蔵
ー土

蔵
ー

J
1
2
0
_
1
I⑥
 

J
1
2
0
_
1ー
⑦

J
1
2
0
_
1
I⑦
 

報
告
書
飯
沼
喜
市
郎
家
文
書

J
(
千
葉
県

(
5
)飯
沼
喜
市
郎
家
文
書
土
蔵
ー

J
1
2
0
_
1
I⑦
 

一
九
八
二
年
）

千
葉
県
近
現
代
資
料
調
査

ニ
o
o

一
年
）

(
4
)浜
北
市
（
現
浜
松
市
）

(
3
)
神
奈
川
県
立
博
物
館
編
「
横
濱
銅
版
整
」
（
有
隣
堂

に
「
日
本
博
覧
図
」
と
し
て
千
葉
県
之
部
の
紹
介
が
あ
る
。

年
）
、
ま
た
『
絵
に
み
る
図
で
よ
む
千
葉
市
図
誌
j
下
巻
（
千
葉
市

一
九
九
三
年
）

明
治
政
府
の

行
会

一
九
八
六
年
）
、
『
静
岡
県
明
治
銅
版
画
風
景
集
』
（
羽
衣
出
版一
九
九

(
2
)註

(
1
)
の
ほ
か
『
千
葉
県
博
覧
図

(
1
)
『
大
日
本
博
覧
図

註
「
博
覧
図
」
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
（
渡
辺
）

一
九
八
五
年
）

目
で
見
る
千
葉
県
の
明
治
時
代
」
（
国
書
刊

栃
木
県
之
部
」
（
あ
か
ぎ
出
版
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